
気候情報

2009年の大雨

７,８月に西日本などで集中豪雨による災害が発生

１.概要

梅雨入りは,沖縄地方から九州南部にかけては遅く,

九州北部地方から東北地方にかけては早かった.梅雨

明けは,太平洋高気圧の日本列島付近への張り出しが

弱く,このため,多くの地方で梅雨明けが遅くなった

ほか,梅雨明けが特定できなかった地方もあった.

７月から８月前半にかけ,北日本では低気圧が発達

しながら頻繁に通過し大雨となった.７月後半には梅

雨前線の活動が活発となり,西日本を中心に各地で大

雨となった.特に,７月19日から26日にかけては,中

国地方から九州北部地方にかけ記録的な大雨となり,

浸水害や土砂災害に見舞われ,「平成21年７月中国・

九州北部豪雨」と命名した.また,８月８日から11日

にかけ,台風第９号が日本の南海上を通過した際,日

本列島に非常に湿った空気が流入し,東日本から西日

本にかけ記録的な大雨となった.

２.主な大雨

ここでは,人的被害や社会活動に影響をもたらした

大雨について,気象と災害の状況をまとめた.降水量

を記載する際の観測地点名は,都道府県名,市町村名

及び地点名とした.被害状況については,主に気象庁

が取りまとめた資料によるが,一部,総務省消防庁等

発表の資料も使用した.また,負傷者等の数には風等

を原因とするものも含まれる.

(1)１月30日～２月１日：西日本から北日本＜低気圧＞

低気圧が九州の南海上から関東の東海上を通って,

千島近海へと進んだ.九州南部,近畿地方,東海地

方,北陸地方,関東甲信地方では大雨となったところ

があった.低気圧通過後,冬型の気圧配置となり,東

日本や北日本の一部で暴風となったほか,沿岸では大

しけとなったところもあった.

高波などにより,岩手県,三重県,鹿児島県で死者・

行方不明者４名となったほか,三重県を中心に大雨に

よる住家浸水があった.また,暴風・強風により,茨

城県でパイプハウスの倒壊などの農業被害が発生した

ほか,岩手県,宮城県,茨城県で停電が発生した.さ

らに,東北地方,関東甲信地方,北陸地方,近畿地方

で,遅延や運休などの交通障害が発生した.(被害の

状況は気象庁調べによる）

(2)２月20日～21日：西日本から北日本＜低気圧＞

低気圧が発達しながら四国から本州南岸,釧路沖を

通って千島の東海上へ進んだ.近畿南部の一部で大雨

となったほか,北日本から東日本の一部で暴風とな

り,東日本から北日本の沿岸の一部で大しけとなっ

た.

暴風により,青森県を中心に住家損壊や,農業およ

び水産業被害,および停電が発生した.また,北海道

を中心に鉄道や航空機の運休や遅延などの交通障害が

発生した.(被害の状況は気象庁調べによる）

(3)３月13日～14日：西日本から北日本＜低気圧＞

低気圧が発達しながら対馬海峡から日本海中部を

通ってサハリンの東海上へ進み,この低気圧からのび

る前線が西日本から北日本を通過した.このため,九

州地方,四国地方,東海地方,北海道では大雨となっ

たところがあり,北日本の一部で最大風速が20m/s

を超える暴風となった.また,北日本の日本海沿岸の

一部で大しけとなった.

暴風により,島根県,鳥取県,新潟県を中心に住家

損壊や農業および水産業被害,停電が発生した.ま

た,北日本から西日本の広い範囲で,列車や航空機の

運休・遅延などの交通障害が発生した.(被害の状況

は気象庁調べによる）

(4)４月25日～26日：西日本から北日本＜低気圧＞

九州の西海上の前線を伴った低気圧が発達しなが

ら,関東の東海上,三陸沖を通って北海道の東海上へ

と進んだ.このため,西日本,東日本,北日本の一部

で大雨となり,西日本の一部では暴風となった.

この期間に,後立山連峰・鳴沢岳（標高2,641m）

方面で,京都府立大学山岳部３名が遭難し,全員の死
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亡が確認された.暴風により,北海道,岩手県,福島

県を中心に,住家損壊,住家損壊や農業および水産業

被害,停電が発生した.また,新潟県や千葉県を中心

に,鉄道や航空機の運休・遅延など,交通障害が発生

した.(被害の状況は気象庁調べによる）

(5)６月22日～23日：西日本,北陸地方,北海道＜梅

雨前線＞

６月22日から23日にかけて,梅雨前線の活動が活発

となり,西日本から北日本の広い範囲で大雨となっ

た.

この大雨により,愛知県で住家浸水が発生したほ

か,岐阜県,島根県,鳥取県で土砂災害が発生した.

さらに,北海道では道路損壊が発生したほか,鳥取県

では,農業被害も発生した.(被害の状況は気象庁調

べによる）

(6)６月28日～７月２日：九州北部,近畿南部,北陸

地方＜梅雨前線＞

６月28日から７月２日にかけて梅雨前線の活動が活

発となり,西日本と北陸の一部で大雨となった.

この大雨により,熊本県や鹿児島県などで住家浸水

が発生したほか,九州北部を中心に,道路損壊,土砂

災害が発生した.また,広島県では,畑の崩落による

農業被害が発生したほか,九州地方,中国地方で,鉄

道や航空機の運休・遅延等の交通障害が発生した.

(被害の状況は気象庁調べによる）

(7)７月５日～７日：和歌

山県＜梅雨前線＞

７月５日から７日にかけ

て,梅雨前線が日本付近に

停滞し,湿った空気が流れ

込んで,前線の活動が活発

となった.

この大雨により,和歌山

県で死者１名,負傷者６名

が発生した.また,和歌山

県田辺市を中心に,住家浸

水180棟となったほか,土

砂災害が発生した.また,

落雷により,京都府や奈良

県で停電が発生した.(被

害の状況は気象庁調べによ

る）

(8)７月19日～26日：平成21年７月中国・九州北部豪

雨＜梅雨前線＞

７月19日から26日にかけ,西日本で梅雨前線の活動

が活発になった.

21日は山口県を中心に大雨となり,山口県防府市防

府では22日04時50分までの24時間雨量が275.0mmに

達した.その後,24日から26日にかけ,広島県,福岡

県,佐賀県,長崎県を中心に大雨となった.福岡県福

岡市博多で24日19時25分までの１時間に116.0mmを

観測するなど,局地的に１時間に100mmを超える猛

烈な雨が降ったほか,24日00時から26日24時までの

３日間の雨量は,福岡県太宰府市太宰府で618.0mm,

福岡県飯塚市飯塚で568.0mm,佐賀県佐賀市権現山

で458.5mmとなった.19日から26日までの総雨量

は,大分県日田市椿ヶ鼻で702.0mm,福岡県太宰府

市太宰府で636.5mmなどとなり,ところによって

は,この期間の雨量が７月の月間降水量平年値の２倍

近くとなった.第１図に総雨量分布図を示す.

この大雨により,広島県,山口県,福岡県,佐賀

県,長崎県において死者が34名となり,特に,山口県

防府市では土石流や山崩れにより死者が17名にのぼっ

た.また,山口県,福岡県を中心に住家の浸水が約

12,000棟となるなど各地で浸水害や土砂災害が発生

した.その他,停電,断水が発生し,交通障害が発生

した.(被害の状況は総務省消防庁などによる（2010

年２月８日16時現在））
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第１図 総雨量分布図（期間：７月19日～７月26日).
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この７月19日から26日にかけて災害をもたらした大

雨について,気象庁は「平成21年７月中国・九州北部

豪雨」と命名した.

(9)８月６日～７日：九州南部,四国地方,関東甲信

地方＜大気不安定＞

湿った空気の影響で大気の状態が不安定となり,西

日本から東日本にかけて大雨となったところがあった.

この大雨により,長野県,新潟県などで住家浸水が

発生したほか,土砂災害が発生した.また,群馬県で

は林業被害が発生した.(被害の状況は気象庁調べに

よる）

(10)８月９日～11日：西日本から東日本＜台風第９

号＞

８月８日09時に硫黄島の南西海上で発生した熱帯低

気圧は北西へ進み,９日15時に日本の南海上で台風第

９号となった.台風は,次第に向きを北東へ変え,10

日09時に勢力が最大となった.台風は,勢力を弱めな

がら本州南岸を東へ進み,進路を北に変えた直後の13

日09時に日本の東海上で熱帯低気圧に変わった.熱帯

低気圧は,北東へ進路を変え,14日21時に日本のはる

か東海上で温帯低気圧に変わり,さらに東北東に向き

を変え,16日09時前にアリューシャンの南海上で経度

180度線を超えた.

熱帯低気圧およびそれから変わった台風周辺の湿っ

た空気の影響により,８日から11日にかけて,総雨量

が四国地方の多いところで700mmを超えたほか,徳

島県,香川県,兵庫県,岡山県の一部では,８月の月

間降水量平年値の２倍を超える記録的な大雨となっ

た.また,西日本から東日本の太平洋側および東北地

方の一部で,日雨量が100mmを超える大雨となっ

た.第２図に期間最大１時間降水量分布図を示す.

この台風により,徳島県,岡山県,兵庫県,長野県

で死者25名,行方不明者２名となり,特に,兵庫県佐

用郡佐用町では死者18名,行方不明者（状況不明も含

む）２名となった.また,岡山県,兵庫県,埼玉県な

ど西日本から東日本の広い範囲で住家の浸水が約

5,500棟となるなど各地で浸水害や土砂災害が発生し

た.さらに,農業・林業・水産業被害や鉄道の運休,

航空機・フェリーの欠航等による交通障害が発生し

た.(被害の状況は総務省消防庁などによる（2009年

11月20日15時現在））

(11)８月19日：沖縄県那覇市＜大気不安定＞

沖縄本島地方は上空の寒気の影響で大気の状態が不

安定となり,19日午後は,沖縄本島内の所々で局地的

に激しい雨となった.19日14時ごろ,那覇市樋川の

ガーブ川で橋の耐震調査工

事をしていた男性作業員５

名が河川の急激な増水のた

め流され,４名が亡くなっ

た.14時ごろ,事故現場付

近に気象レーダーで観測さ

れた強い降雨域があり,ま

た,解析雨量は,事故現場

付近の河川上流部では同時

刻の１時間に20～30mmと

なった.

なお,事故現場から500

m程度離れた沖縄気象台

で観測された13時から14時

までの１時間降水量は

3.5mmであり,強い雨が

狭い範囲に降る局地的大雨

であった.

第２図 期間最大１時間雨量図（期間：８月８日～８月11日).
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(12)10月６日～８日：全国＜台風第18号＞

９月29日15時にマーシャル諸島の西海上で発生した

熱帯低気圧は,西北西に進み,30日09時にポンペイ島

の北海上で台風第18号となった.台風は,西北西の向

きを維持しながら急速に発達し,10月４日15時にマリ

アナ諸島の西海上で勢力が最大となった.台風は,６

日に南大東島の西海上で向きを北に変え,日本の南海

上を北東に進んだ.台風は,北東の向きを維持しなが

ら,８日05時過ぎに知多半島付近に上陸し,東海地

方,関東甲信,東北地方を縦断して,８日21時に三陸

沖で温帯低気圧に変わった.温帯低気圧は東に向きを

変え,11日15時にアリューシャンの南海上で消滅した.

この台風により,愛知県東海市東海で８日05時48

分までの１時間に83.5mmの猛烈な雨が降ったほか,

近畿地方の一部で６日から８日までの総雨量が300mm

を超えるなど,沖縄地方から東北地方の広い範囲で大

雨となった.

また,この台風は,非常に強い勢力を保ったまま南

西諸島から西日本に接近し,強い勢力で東海地方に上

陸したため,沖縄地方から北海道地方にかけての広い

範囲で最大風速20m/sを超える暴風となった.

７日から８日には沖縄・奄美から北日本の沿岸でし

けとなり,近畿や東海の太平洋側と伊豆諸島では,高

さ９mを超える猛烈なしけとなったところもあった.

南西諸島では７日未明から,九州南部,四国地方の

太平洋側沿岸では７日昼過ぎから夜遅くにかけて,近

畿南部,東海,関東南部,東北南部の太平洋側では８

日未明から昼前にかけて,東北北部と北海道の太平洋

側では８日昼過ぎから９日明け方にかけて,最大潮位

偏差が50cm以上となった.愛知県赤羽根では８日明

け方に最大潮位偏差が183cm,最高潮位TP※上

190cm,静岡県石廊崎では８日朝に最大潮位偏差が

135cm,最高潮位TP※上187cmなどとなった.(※

TP：東京湾平均海面（標高・海抜の基準））.

この台風により,和歌山県,埼玉県および宮城県で

死者５名となり,沖縄地方から北海道地方の広い範囲

で住家の浸水が約3,400棟,住家の損壊が約3,400棟と

なるなど各地で浸水害,土砂災害等が発生した.農業・

林業・水産業被害や鉄道の運休,航空機・フェリーの

欠航等による交通障害が発生した.さらに,茨城県土

浦市と龍ケ崎市,千葉県九十九里町等では,竜巻によ

り負傷者や住家損壊が発生した.(被害の状況は総務

省消防庁などによる（2009年11月18日10時現在））

(13)11月10日～11日：西日本～東日本＜低気圧＞

前線を伴う低気圧が相次いで日本を通り,西日本か

ら東日本の広い範囲で大雨となった.

この大雨により,和歌山県で死者１名,住家の浸水

が約900棟となったほか,兵庫県,和歌山県などで土

砂災害が発生した.また,和歌山県,島根県で停電が

発生した.(被害の状況は気象庁調べによる）

（気象庁予報部予報課)

気候情報

2009年の台風

２年ぶりに台風が日本に上陸

１.概要

2009年（平成21年）に発生した台風は22個（平年値

26.7個）と平年値を下回った.５～10月の発生数は21

個（平年値21.3個）と平年並みだったが,11月以降の

発生数が１個（平年値3.7個）と比較的少なかった.

日本への接近数は８個（平年値10.8個）だった.地

域別では北日本と東日本で平年値を上回るか同程度で

ある一方,西日本と沖縄・奄美で平年値を下回ってお

り,特に沖縄・奄美では接近数が３個（平年値7.2個）

と少なくなった.また,上陸数は台風第18号の１個

（平年値2.6個）で,2007年台風第９号の上陸以来２年

ぶりとなった.

第１表に台風の発生数,上陸数,接近数を,第２表

に発生した台風の一覧を示す.
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２.日本に影響を及ぼした主な台風

日本に影響した台風（本稿では台風の中心が日本か

ら概ね500kmに入った場合とする）のうち,主な台

風について以下に概要を示す.また,時刻について

は,全て日本時で表記した.第３表に日本に影響した

台風の一覧,第１図にその経路図を示す.

(1)台風第１号（0901 KUJIRA）

５月１日21時にルソン島の南東沿岸付近で発生した

熱帯低気圧は,ゆっくりと北東へ進み,３日03時に同

海域で台風第１号となった.台風は勢力を強めながら

進み,５日03時にフィリピンの東海上で勢力が最大と

なった.台風は,勢力を弱めながら北東へ進み,７日

に小笠原諸島付近を通過して８日03時に日本の東海上

で温帯低気圧に変わった.温帯低気圧は,さらに北東

へ進み,13日21時にカムチャツカ半島の東海上で消滅

した.

(2)台風第３号（0903 LINFA）

６月17日15時に南シナ海で発生した熱帯低気圧は,

ほとんど停滞し,18日09時に同海域で台風第３号と

なった.台風は勢力を強めながら北へ進み,20日15時

に同海域で勢力が最大となった.台風は,その後勢力

を弱めながら中国大陸の南岸に沿って北東へ進み,22

日15時に熱帯低気圧に変わった.熱帯低気圧は,東シ

ナ海を東北東に進み,23日15時に温帯低気圧に変わっ

た.温帯低気圧は本州南岸を通って,７月１日03時に

カムチャツカ半島の東海上で消滅した.

(3)台風第６号（0906 MOLAVE）

７月15日09時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は,北西に進み,16日15時にルソン島の東海上

で台風第６号となった.台風は,ルソン島の北で西北

西に向きを変えた後,18日03時に勢力が最大となっ

た.台風は,勢力を維持したまま南シナ海をさらに西

北西に進み,19日03時に香港の北に達した.台風は,

その後急速に勢力を弱め,19日15時に熱帯低気圧に変

わり,19日21時に中国大陸南部で消滅した.

(4)台風第８号（0908 MORAKOT）

８月３日03時に南大東島の南東海上で発生した熱帯

低気圧は,３日09時に同海域で台風第８号となった.

４日,台風は東から西に進路を変えて沖縄の南東海上

を進み,７日00時に石垣島の南海上で勢力が最大と

なった.台風は,さらに西に進み,７日夜に台湾に上

陸した.台風は,勢力を弱めながら進路を北に変え,

９日夜に福建省に達し,11日03時に上海の南西で熱帯

低気圧に変わった.熱帯低気圧は,進路を北東に変え

て黄海を進み,12日03時に黄海で温帯低気圧に変わっ

た.温帯低気圧は,その後も北東へ進み,12日15時に

朝鮮半島付近で消滅した.

(5)台風第９号（0909 ETAU）

８月８日09時に硫黄島の南西海上で発生した熱帯低

2009年の台風

(注)・平年値は,昭和46年（1971年)～平成12年（2000年）の30年平均.
・日本への接近は２か月にまたがる場合があり,各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致
しない.

上陸 台風の中心が北海道,本州,四国,九州の海岸線に達した場合を「上陸」という.小さい島や半島
を横切って短時間で再び海に出る場合は「通過」とする.

接近 台風の中心が,日本から概ね300km以内に入った場合を「接近」という.

82331接近数

11上陸数

221375222発生数
平成21年
(2009年)

9121213接近数

0上陸数

22132442141発生数
平成20年
(2008年)

10.80.10.71.32.63.42.10.70.50.1接近数

2.60.00.10.90.90.50.2上陸数

26.71.32.53.95.15.54.11.71.00.80.40.10.5発生数

平年値

年間121110987654321月項目

第１表 2009年の台風発生数,日本への上陸数 ,日本への接近数 と平年値及び2008年との比較.
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＊台風の中心が日本から概ね300kmに入った場合を「日本に接近した台風」とした.
＊台風の中心が日本から概ね500kmに入った場合を「日本に影響した台風」とした.

始 終始 終
地 域

小笠原諸島5/7

沖縄地方8/9

四国地方,近畿地方,東海
地方,関東甲信地方,伊豆
諸島

8/11

東日本,北日本,伊豆諸島9/1

伊豆諸島9/8

小笠原諸島9/19

沖縄・奄美,西日本,東日
本,伊豆諸島,北日本

10/8

沖縄・奄美,東海地方,関
東地方,伊豆諸島

10/27

地 域

小笠原諸島5/7

沖縄地方6/22

沖縄地方7/18

沖縄・奄美8/10

沖縄・奄美,西日本,東日
本,伊豆諸島,東北地方

8/12

四国地方,近畿地方,東日
本,伊豆諸島,小笠原諸
島,北日本

9/1

沖縄地方,近畿地方,東海
地方,関東甲信地方,伊豆
諸島,小笠原諸島

9/9

伊豆諸島,小笠原諸島9/20

沖縄・奄美,西日本,東日
本,北日本

10/8

小笠原諸島10/13

沖縄地方,九州南部・奄美
地方,四国地方,近畿地
方,東海地方,関東甲信地
方,伊豆諸島,東北地方

10/27 上陸または通過せず10/2410/2320

10/1119

８日午前５時過ぎ愛
知県知多半島付近に
上陸

10/610/618

上陸または通過せず9/199/1814

上陸または通過せず9/89/512

上陸または通過せず8/308/2911

上陸または通過せず8/108/99

上陸または通過せず8/68/58

上陸または通過せず7/176

6/213

5/75/61

月日月日 上陸,通過

日本への接近日本への影響
台風
番号

第３表 2009年に日本に影響した台風の概要表（熱帯低気圧,温帯低気圧の期間は除く).

第１図 2009年に日本に影響を及ぼした台風の経路図.
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気圧は北西へ進み,９日15時に日本の南海上で台風第

９号となった.台風は,次第に向きを北東へ変え,10

日09時に勢力が最大となった.台風は,勢力を弱めな

がら本州南岸を東へ進み,進路を北に変えた直後の13

日09時に日本の東海上で熱帯低気圧に変わった.熱帯

低気圧は,北東へ進路を変え,14日21時に日本のはる

か東海上で温帯低気圧に変わり,さらに東北東に向き

を変え,16日09時前にアリューシャンの南海上で経度

180度線を超えた.

(6)台風第11号（0911 KROVANH）

８月28日09時に北マリアナ諸島の東で発生した熱帯

低気圧は北へ進み,28日21時に小笠原諸島の南東海上

で台風第11号となった.台風は,向きを北西へ変え,

31日03時に勢力が最大となった.台風は,再び北に向

きを変え,31日に八丈島の東を通過した.台風は,加

速しながら北東へ向きを変え,本州の東海岸に沿って

進み,９月１日21時に北海道の東海上で温帯低気圧と

なった.温帯低気圧は東へ進み,２日21時に千島の南

海上で消滅した.

(7)台風第12号（0912 DUJUAN）

９月３日03時にルソン島の東海上で発生した熱帯低

気圧は,ゆっくりと西に進み,東に向きを変えた後の

４日03時に台風第12号となった.台風は,同海域で北

東に向きを変え,５日09時に勢力が最大となった.台

風は,勢力を維持したまま次第に北に向きを変えて進

み,日本の南海上で加速しながら東北東に向きを変

え,日本の東海上で北東に向きを変えて進んだ.台風

は,10日15時にアリューシャンの南海上で温帯低気圧

に変わり,11日21時前に経度180度線を越えた.

(8)台風第14号（0914 CHOI-WAN）

９月12日09時にサイパン島の東海上で発生した熱帯

低気圧は,西北西に進み,13日03時に同海域で台風第

14号となった.台風は,西に向きを変えて急速に発達

し,再び西北西に向きを変え,15日21時にサイパン島

の北海上で勢力が最大となった.台風は,向きを北東

に変え,加速しながら小笠原諸島の北海上を通過し,

20日21時に日本の東海上で温帯低気圧となり,21日09

時に消滅した.

(9)台風第18号（0918 MELOR）

９月29日15時にマーシャル諸島の西海上で発生した

熱帯低気圧は,西北西に進み,30日09時にポンペイ島

の北海上で台風第18号となった.台風は,西北西の向

きを維持しながら急速に発達し,10月４日15時にマリ

アナ諸島の西海上で勢力が最大となった.台風は,６

日に南大東島の西海上で向きを北に変え,日本の南海

上を北東に進んだ.台風は,北東の向きを維持しなが

ら,８日05時過ぎに知多半島付近に上陸し,東海地

方,関東甲信,東北地方を縦断して,８日21時に三陸

沖で温帯低気圧に変わった.温帯低気圧は東に向きを

変え,11日15時にアリューシャンの南海上で消滅した.

(10)台風第19号（0919 NEPARTAK）

10月８日09時にサイパン島の西海上で発生した熱帯

低気圧は,北北西へ進み,９日15時に北マリアナ諸島

の西海上で台風第19号となった.台風は,北東へ向き

を変え,12日09時に小笠原諸島の東海上で勢力が最大

となった.台風は,加速しながら東北東へ向きを変

え,14日09時に日本の東海上で温帯低気圧に変わっ

た.温帯低気圧は,16日03時前にアリューシャンの南

海上で経度180度線を越えた.

(11)台風第20号（0920 LUPIT）

10月14日21時にグアム島の南東海上で発生した熱帯

低気圧は,西から西北西へ向きを変えて進み,15日21

時にヤップ島の北東海上で台風第20号となった.台風

は,フィリピンの東海上に達した後時計回りにゆっく

りと北へ向きを変え,19日03時に勢力が最大となっ

た.台風は,徐々に勢力を弱めながら西北西へ向きを

変えた後,西南西へ向きを変えた.台風は,ゆっくり

と進みながらルソン島の北東沿岸付近で北東へ急に向

きを変え,沖縄の南海上に達した後,加速しながら日

本の南海上を北東へ進み,27日09時に日本の東海上で

温帯低気圧に変わった.温帯低気圧は,31日09時にア

リューシャンの北海上で消滅した.

（気象庁予報部予報課)
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